Ommissin of the complement after ’de’ in spoken Chinese by 劉 長征
動詞または形容詞につく ｢得｣ によって出来ている補語は､ 可能を
表す場合があり､ ｢可能補語｣ と称される｡ いかなる場合も､ ｢可能補
語｣ は､ 省略されることがない｡ それに対して､ 動作または状態の結
果あるいは程度を表す場合もあるが､ これは ｢情態補語｣ と称される｡
会話においては､ ｢情態補語｣ が省略されることがある｡ このような
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[4]
grammatical ambiguity
[1] 1961 65
[2] 1963 5
[3] 1983
[4] 1980 2
[5] 1982
[6] 1987 5
[7] 1991
[8] 1961 4
[9] 1996
[10] 2000
